
大村市政だ (3月上旬号〕

固定資産課税台帳の縦覧

3月1日からZ0日まで土地
家屋など固定資産の課税台

帳を一般に縦覧しますので

期間内にぜひご覧 ください

もし異議がある場合は3月

3 1日まで異議申立てがで
きます。
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安
全
な
交
通
の
習
慣
を

新
入
学
児
は
日
常
生
活
の
な
か
で

四
月
か
ら
入
学
す
る
お
子
さ
ん
一
②
歩
く
と
乙
ろ
と

は、

い
よ
い
よ
入
学
の
臼
が
近
づ
一
車
の
通
る
と
乙

い
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
ど
家
庭
一
ろ
の
区
別
の
な

の
皆
さ
ん
や
、
そ
の
ほ
か
の
ご
家
一

い
道
路
は
必
ず

庭
で
も
子
供
さ
ん
の
交
通
安
全
の
一
右
側
端
を
歩
く

た
め
日
常
の
家
庭
生
活
の
う
え
で
一
よ
う
に。

ま
た
毎
日
登
校
下
校
の
と
き
な
ど
一

③
道
路
を
横
切
る

必
ず
つ
ぎ
の
乙
止
か
教
え
、
習
慣
一
と
き
は
近
く
に

つ
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
一

あ
る
横
断
悲
道

①
歩
く
止
と
ろ
と
、
車
の
通
る
と

一

(
わ
た
る
み
ち
)

乙
ろ
と
、
医
別
ゃ
あ
る
道
路
で
一
を
必
ず
横
断
す
る
上
う
に
。

は
必
ず
歩
調
Jq
歩
く
よ
う
に
。
一
④
道
路
キ
横
切
る
と
き
は
、
右
と

(舟
益
準
乏
の
広
引
の
ぷ
A
E
d
s~
裕
)

左
を
必
ず
見
て

一
③
止
ま
っ

て
い
る
自
動
車
の
直
ぐ

1
1
.
J
i
ji
l
-
-
J
J
J
i
-
-
1
自
動
車
が
近

一

前
や
、
後
か
ら
横
切
っ
た
り
、

歩
人
1
4AMU一
1
一'
一ー一

・

逆

一

く

に

来
」
い
る
一

物
陰
げ
か
ら
か
付
出
な
い
よ
う

引

H
i
n
-
m
H
I
H
--
と
き
な
ど
は
自
一
こ
。

μ~雪
之
今
d
a
z
拐

事

通

す

一色

に

立

ち

去

っ

て

ラ

ジ

オ

令
車

ぎ
て
か
ら
、
危
ぶ
な
く
な
い
と

き、

す
早
ぐ
横
切
る
よ
う
に
。

昭和37年3月 1日
(昭和日年4月zz日第三種郵便物認可〉
2月のメモ

bモーターボー ト第 1節(8日まで〉
b社会教育委員会(2時中央公民館)

pテレピ視聴講習会 (2時中央公民
舘)

bモーターボート第2節C21lJまで)

b少年団指導者会議

b県下消防ポンプ操法大会 (91時補
助グラ ン ド)
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巻
聞
い
た
り
テ
レ
ビ
者
見
た
り
一
①
学
校
か
ら
帰
っ
て
来
て
も
道
路

ま
た
珍
ら
し
い
も
の
を
見
な
い
一
で
は
決
し
て
遊
ば
せ
な
い
よ
う

よ
う
に
。

一

に。

⑦
学
校
の
行
き
帰
り
に
道
い
っ
ぱ
一
⑪
学
校
の
行
き
帰
り
は
で
き
る
だ

い
広
が
っ
た
り
、
お
し
ゃ
べ
り
一
け
近
所
の
上
級
生
と
い
っ
し
ょ

し
な
が
ら
歩
い
て
は
危
険
で
す
一
に
通
わ
せ
る
よ
う
に
。

一
所
得
税
の
確
定
申
告
に
つ
い
て
下

③
学
校
ヘ
通
う
道
は
少
し
く
ら
い
一

gbれ
も
の
を
さ
せ
な
い
よ
う
に
一
表
の
日
程
に
よ
り
相
談
所
が
開
設

速
ま
わ
り
で
あ
っ
て
も
車
の
少
一

忘
れ
も
の
を
取
り
に
帰
り
急
と
さ
れ
る
と
と
に
な
り
ま
し
た
。
な

な
い
道
、
ま
た
は
踏
切
り
ゃ
横
一

で
学
校
ヘ
行
く
と
き
の
事
故
が
一
ぉ
、
税
務
署
で
は
限
ら
れ
た
期
間

断
の
少
な
い
な
る
べ
く
安
全
な
一

多
い
の

で

す

。

一

夫
員
で
管
内
全
部
を
実
施
し
な

道
を
選
び
、

子
供
の
安
全
を
考
一
(
大
村
警
察
署
、
大
村
市
一
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
お
知
ら

え
る
乙
と
も
大
切
で
す
。

一

交

通
安
全
協
会
)
一
せ
し
て
い
る
面
接
場
所
、
日
時
に

;

ー

一
出
向
い
て
い
た
だ
き
、

相
談
所
の

う
了
予
r

/

/

/

ゾ
金

/

/

/

一

l
i
i
r
i
-
-洲
町
札

p
l
μ
r
l
i
p
-
業
務
が
円
滑
に
処
理
で
き
る
よ
う

と

開

市

四

h
削

-

一

み

な

さ

ん

の

ご

協
力
を
切
に
希
望

を

る

覗

五

配

駐

崎

一

-|
〕
朝
団

|
市

内
I
l
l
-
-

一
し
て
お
り
ま
す
。

路
切

目
1
1
1
1
1惚
県
1
1
H
u
-
-

一

道
横
/
/
色

村
訓
一
む
γ
ド

ィ

一

な

お

、
つ
ぎ
の
乙
と
が
ら
に
注
意

一
し
て
く
だ
さ
い
o

h
s
q、d

，a由民
間

qr

f
b世
間
、

p

・Pぶ回世
間
、

J
f
品

S
WJ
P
S位
百
培
、
予

d
pd陪
RN噌
J

f島
民
間
、
J
下
公
民
間

RW
J
p
b
s

変
動
所
得
、
臨
時
所
得
が
あ
る

人
は
申
告
書
と
明
細
書
を

'与具z 集会室 (Iは内乱)

②
三
浦
地
区
の
該
当
者
は
三
月
七

一一

日
か
ら
十
三
日
ま
で
(
日
曜
日
は

一で

除
く
)
の
間
に
直
接
諌
早
税
務
署
干

へ
お
出
か
り
く
だ
さ
い
。

一告
に
つ
い
て
の
相
談
に
応
ず
る
こ

一出
張
所
へ

市
県
民
税
の

一取
れ
れ
日
目
切
れ
γ
一ト
同町似し
国

申
告
も
同
時
ζ

一た
は
直
ち
に
市
の
係
員
と
面
接
し

一一
一一月
五
日
か
ら
三
口

」

H

i
一て
く
だ
さ
い
。
乙
れ
ら
の
か
た
が

一曜
日
は
午
前
中
、
日
田

市
県
民
税
喜
君
、
そ
の
ほ
と

一た
に
対
し
て
陪
申
告
章
一
応
笠
ま
で
の
聞
に
市
役
所

ん
ど
が
所
得
税
の
確
定
星
空

一送
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
あ
る

一は
各
出
頭
所
へ
お
忘

同
じ
内
容
で
あ
り
ま
す
の
で
、
同

一
い
は
も
れ
て
い
る
人
も
な
い
と
は

一
し
て
く
だ
さ
い
。
な

E
Zし
て
い
た
だ
く
乙
と
が

一限
り
ま
せ
ん
の
で
、
市
の
万
か
ら
一

近
く
に
な
り
ま
す
山

手
数
や
暇
か
管
、
好
都
合
か
と

一
面
接
の
場
所
長
官
た
し
て
お
一
合
い
待
ち
合
わ
せ
な

考
え
ま
す
ι

一
り
ま
す
。

一費
や
す
こ
と
な
ど
も

そ
乙
で
前
記
の
相
談
所
で
、
市
県
一
申
告
書
の
提
出

1
所
一
す
の
で
、

・
で
き
る
だ

民
税
に
つ
い
て
も
申
告
書
の
不
明
一
得
税
確

定

申

告

に
関
係
一
告
し
て
い
た
だ
く
と

の
点
な
ど
に
対
す
る
税
明
等
、
申

一

の
な
い
人
は
税
務
課
か

一め
い
た
し
ま
す
。
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(日校長制作、量編形 三 試さ補昭
1 .-.、計課業多士集iJlリ角験れ試和
時 J@室、、角補、量測j科ま験三
l 時大雪 応耳測 ~t 応 、 量 目すが十
4 /村 H;::1ヲ呉監 験用宣言; 、 。つ七
時 3 小こ 苦悩制作 11測担多坦D ぎ年
)時学 童量業三量測角畢 の度
聞~校作作、角量測土 と測
央箕 業業地測 、量試お量
小島 、形量地、験 り 土
学分 地測作図地 11 実

所
得
税
確
定
申
告

の
相
談
所
を
開
設

①
西
大
村
、
萱
湖
、
鈴
団
地
区
の

骸
当
者
は、

商
工
会
議
所
で
開
設

さ
れ
る
相
談
所
そ
ご
利
用
く
だ
さ

各
種
の
控
除
も
認
め
ら
れ
ま
せ
ん

か
ら
と
く
に
注
意
く
だ
さ
い。

の
所
得
が
一
番
多
い
人
の
所
得

(
利
子
所
得
、
退
職
所
得
、

山

林
所
得
は
除
か
れ
ま
す
。
)
に

合
算
し
て
二
百
万
円
以
上
の
人

は
資
産
所
得
合
算
課
税
明
細
書

③
三
十
六
年
中
の
各
種
の
所
得

(
利
子
所
得
U
除
か
れ
ま
す
)

の
合
計
額
か
赤
字
の
人
や
、
一
ニ

十
六
年
伸
に
災
害
や
盗
難
を
受

げ
た
人
で
雑
損
控
除
額
そ
差
し

①
漁
獲
に
よ
る
所
得
、
原
稿
料
や
一
引
く
と
赤
字

ιお
と
人
や
、

三

印
税
、
作
曲
料
に
よ
る
所
得
一

十
五
年
分
以
前
の
繰
越
損
失
点
信

(
以
上
変
動
断
得
と
い
い
ま
す
〉一

差
引
く
と
赤
字
に
な
る
人
は
、

や
不
動
産
な
ど
応
長
期
(
三
年

一

指
失
明
細
害
ま
犬
陪
繰
越
控
除

以
上
}
貸
付
に
よ
る
権
利
金
な
一

明
細
書

ど
や
、
聞
け
発
工
事
な
ど
に
伴
う
一
以
上
の
持
殊
ゐ
昨
告
書
ま
た
は
明

休
業
な
ど
の
補
償
金
、
職
業
野

一細
曹
は
税
弘

m
pに
あ
り
ま
す
の
で

球
選
手
な
ど
の
梨
貯
金
に
よ
る
一
必
要
な
か
た

U
晶
求
し
て
く
だ
さ

所
得

(
以
上
臨
均
所
得
と
い
い
一
ぃ
。

(
税
務
課
)

ま
す
。

)
の
合
計
額
か
、
各
種
一

の
W
得

(
利
子
-P
得
、
退
職
一
附
一

得
、
山
林
所
得
は
除
か
れ
一

ー
ま
す
。
)
の
合
計
額
約
二

O
%
一

を
こ
え
る
人
で
、
低
い
ト税
率
に

一

よ
る
調
整
印
税
を
受
け
よ
弓
と
一
・

ず
る
人
は
変
動
向
得
、
臨
時
所

得
申
告
審

申
告
書
と
あ
わ
せ
て
特
殊

な
明
細
書
を
出
し
て
い
た
だ

く
人
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

-hhhh下
'吉
正
τ
t
h
一一h
t
u
t
u
九五
hhγ
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6
日
!
日
日
-
小
児
マ

ヒ

生
ヲ
ク
チ

ン
を
投
与

②
世
時
員
に
配
当
所
得
や
、
不

動
産
耐
得
(
以
上
資
産
附
得
と

い
い
ま
す
。

)
が
あ
り
、
そ
の

資
産
断
得
を
、
資
産
附
得
以
列

小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
ン
の
投
与

に
つ
い
て
は
前
号
本
紙
で
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
が
、
そ
の
日
程
が
つ

ぎ
の
と
お
り
決
り
ま
し
た
。
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場

朝
測
量
士
、
士
補
試
験

ム
U
日

(
1
時

1
2時
)
南
川
内

分
校
(
2
時
叩
分

t
4時
)
黒

木
小
学
校

(1
時
I
4時
)
竹

松
小
学
校

ム
ロ
日

(
1
時
{

4
時
)
福
重
小

学
校
、
松
原
小
学
校

三号

松
原
出
張
所

竹
松
出
張
所

四
日
(
日
)

は
除
く

福
重
出
張
所

の
確
定
申
告

に
つ
い
て
は

十
五
日
(
土

唱
日
は
除
く
)

税
務
課
ま
た

れ
な
く
提
出

お
提
出
期
限

窓
口
が
混
み

と
に
時
闘
を

考
え
ら
れ
ま

付
早
自
に
申

と
を
お
す
す

(
税
務
融
)

ム
願
書
受
付
三

三
月
二
十
五
日

目
黒
区
上
目
黒

0
0誕
地
建
散

院
へ

〈

ω
鼠
験
日
時
測

五
月
一一
オ
ムハ臼

一
時
三
十
分
か

測
量
士
梢
試
験

七
日
(
日
)
午

分
か
ら

ム
試
験
地
福
岡

分
、
鹿
児
島
(

み
)

ム
試
験
手
数
料

円
、
測
量
士
補

詳
細
は
長
崎
県
+L

(願
書
も
備
付
付
F

ま
た
は
市
建
設
銅

く
だ
さ
い
。

、
熊
本
、
大

九
州
地
区
の

月
一
日
か
ら

ま
で
東
京
都

七
丁
目
一

O

一
省
国
土
地
理

量
士
試
験

(土
)
午
後

一ら
五
月
二
十

後
一
時
三
十

測
量
士
立
百

三
百
円

木
部
監
理
耕

ー
あ
り
ま
す
)

へ
お
た
ず
ね

挙

童書
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る
な
ど
設
備
を
完
全
に
し
て
、
万

全
巻
期
し
て
く
だ
さ
い
。
(
消
防
本
部
)

中
古
ボ
ー
ト
を
払
下
げ

情
事
業
課
で
は
モ
ー
タ
ー
ボ

ー
ト
瞬
時
用
同
古
ポ
ー
ト
亭
払

下
げ
ま
す
。
価
格
は
ラ
ン
ナ
ー

ポ
1
ト
一
一
千
掠
百
円
、
ハ
イ
ド

ロ
ポ
ー
ト
干
円
(
い
ず
れ
も
付

属
合
具
は
つ
い
て
い
ま
せ
ん
)

で
、
希
望
者
は
三
月
十
日
ま
で

に
払
下
申
請
曹
為
事
業
課
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。
(
事
業
課
)

(二)

七
日
、
本
町
で
消
火
演
習

家
庭
の
防
火
査
察
も
実
施

(矛311号)

ム
日三 んな
午 月のい
後 七どま
八日協す
時 か力の申す防日三ま八 割jの三ニ
サらをでつく)ま月で目 週今 月月
ィ+お、ぎ、がで七車か間 国 十二
レ三願市の市実ー日両ら(火三十
ン日い民とで腕般か火三二災日八
あましのとはさ火ら災月月予ま日
吹 でま 皆 を 週 れ 災 十予六ご防でか
鳴毎 ずさ行間ま 予三 防日十運春ら

つと ぶ 取す ムム
いにん鍛る春実所三習三ま八し
て車注い時は施、月を月す時ま
は両意、期空し一七実七)にす
、い火で気ま般日施日 も
消車た のすがす家かの本 サ(
火庫 し後。、。庭月予町 イ三
樹のま 始おい の 週 定地 レ月
等火 し宋互ち 防聞で区 ン七
が 災 ょにいほ 火中すで 者日
備予 うじにん 査、。消 吹は
付防 。ゆ火乾 察事 火 鳴午
付に乙うの燥 を業 演 し前

り

-全国火災予防運動

よ

三
月
三
日
は
「
耳
の
日
」

耳
の
障
害
は
早
自
に
治
療
を

〈毎月1日.10日.20日発行》

聴
覚
に
障
害
が
あ
る
と
、
住
活

一
時
を
知
能
障
害
と
み
あ
や
ま
っ
て

は
無
意
味
に
な
っ
て
し
ま
う
し
、

一い
る
と
と
が
あ
り
ま
す
の
で、

常

働
く
と
と
も
不
自
由
に
な
っ
て
し

一に
気
を
つ
げ
て
お
く
乙
と
が
、
必

ま
い
ま
す
。

耳
に
関
す
る
知
識
は
一
要
で
す
。

一
般
に
ま
だ
低
い
の
で
、
早
期
に
一
三
月
三
日
は
「
耳
の
日
」
で
す

治
療
す
れ
ば
、
な
お
る
障
害
も
そ
一
が
、
一
家
全
体
が
耳
に
関
心
を
も

の
ま
ま
に
し
て
い
て
、
つ
い
に
不

一ち
、
同
時
に
街
の
騒
音
防
止
な
ど

治
の
も
の
に
し
て
し
ま
ろ
例
が
多
一
に
も
心
が
け
て
ほ
し
い
の
で
す
。

い

よ

う

で

す

。

一

(庶
務
課
)

と
と
に
学
童
の
場
合
は
聴
力
障

雌

艇と
/

d

-
ヘ
耳
の
目
、

三
日
J

n
/

厚
生
省
、
、

「
わ
か
っ
た
わ

あ
ん
た
の
ミ
ミ
の

び
ょ
う
き

ゴ
ツ
ゴ
ウ
セ
イ

'
キ
コ
エ
マ
セ
ン
エ
ン

主
い
う
の
ね
っ
」

，.. 

一戸 一 ，、‘

、
町
山
町

動
口
防

運
月
消

防
3
予
一
災
日
火
却
の
月
春

2

，y
t
E

』‘、、

ヤ
キ
モ
チ

「
も
え
な
い

う
ち
に

ど
要
心

1
1
っ」

¥
一
ぷ
/

一
険
協
一
政
昭
一
掛
川

豚
コ
レ
ラ
の
予
防
注
射

歳
末
大
す
け
あ
い
募
金
に
感
謝

大
村
家
畜
保
健
衛
生
所
で
は

昭
和
三
十
七
年
前
期
の
予
防
注

射
を
つ
ぎ
の
回
想
で
実
施
し
ま

ず
か
ら
、
飼
育
者
の
か
た
は
全

部
の
豚
に
予
防
注
射
帯
受
け
さ

せ
て
く
だ
さ
い
。

一
月
か
ら
ご
月
に
か
け
て
県
内

に
も
相
当
教
の
豚
コ
レ
ラ
病
が

発
生
し
ま
し
た
の
で
、
今
後
と

く
に
注
射
が
徹
底
的
に
実
施
す

る
と
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

新
規
に
豚
巻
飼
育
さ
れ
た
か
た

大
村
、
諌
早
、
愛
野
地
方
酪

は
関
係
農
協
ま
た
は
市
農
林
課

農
業
協
同
組
合
の
主
催
で
長
崎

家
畜
保
健
所
等
に
申
出
て
く
だ

県
、
関
孫
市
町
村
お
よ
び
関
係
農
村
の
近
代
化
を
め
吉
し
ス
沢
後
一
時
三
十
分
ご
ろ
松
原
農
協
に

さ

い

。

重

機

関

の

後

援
で
乳
牛

の

共

雇

通

じ

て
健
康
明
朗
な
生
活
到
着
の
予
定
で
す
。

な
お
、
注
射
当
日
大
雨

そ

の

進

会
(
第
一
回
長
崎
県
ホ
ル
ス

l態
度
を
整
う
た
め
、
市
内
の
串
開
業
皆
さ
ん
の
ど
声
援
を
お
願
い
し

他
の
理
由
に
よ
っ
て
中
止
し
た
タ
イ
ン
連
合
共
進
会
)
が
つ
ぎ

協
同
組
合
と
青

年

団

で

は

、

第

六

ま

す

。

(

市

教

零

帥
誠
お
よ
び
部
落
に
対
し
て
は
の
と
お
り
開
倍
さ
れ
ま
す
の
で

改
め
て
欝
協
を
通
じ
て
、
期
日
参
観
さ
れ
る
よ
う
お
知
ら
せ
い
田
市
内
農
協
め
ぐ
り
駅
伝
競
走
を

を

お

知

ら

せ

し

ま

す

。

た

し

ま

す

。

開

催

し

ま

す

。

ム
実

施

日

ム

日

時

三
月
二

十

日

乙

の
駅
伝
競
走
は
各
地
区
ご
と

松
原
地
区

3
月
7
1
9日

A
場
所

大
村
市
営
補
助
グ
ラ
に
青
年
回
、

農
協
青
年
部
九
チ
1

栴
軍
拙
区

3
月

ロ

目

、

日

日

ウ

ン

ド

ム

が

出

場
の
予
定
で
三
月
十
円
午

賞
瀬
上
地
区

3
月
M
日
時
日
ム
出
品
頭
数
一
一
干
三
頭
前
十
時
三
浦
農
協
今
村
支
所
を
出

賀
瀬
下
地
区

3
月

口

日

(

農

林

課

)

勢

、

途

申
各
農
協
で
申
継
し
、
午

J
q
J
u
J
q
J
u
u
I
u
h
r
u
J
J
}
"
u
r
u
h
p
H
1
J
q
h
J
U
J
U山
r
u
h
r
J
q
n
k
q
U日
J
z
v
u
h
r
u
h
r
-
J
U
M
E
M
-
r
h
v
u
h
v
u
h
v
t
J
-

申
央
小
h
q

九
O
O円
一
生
活
困
窮
者

一

三
城
小
9

二
、
二
四
五

円

一

-

三

四

、

六

四

O
円一

松
原
小
h
q

七
九
五
円
一
全
日
自
労
八
、

0
0
0円一

萱
瀬
小
h
q

四

二

六

円

一

市

内

四

保

育

所

一

黒
木
小
h
q

ニ
O
八
円

一

二

、

九

九
O
円
一

大
村
市
連
合
婦
人
会

一
言
泉
寮

三
、
五
ニ

O
円一

一ニ
O
、
九
六
O
円
一
子
供
の
家
=
、
五
O
O円一

円

地

区

別

〕

一

敬

老

院

三

、

-
0
0円一

大
村

三
七
、
九
一
五
円
一

普

隣

会

一

、

0
0
0円一

西
大
村

ご
三
、
O
七
五
円
一

肢
体
障
害
者
協
会

一

竹

松

一

六

、

六

o-円
一

五

、

0
0
0円一

賀
瀬
五
、
一
ニ
九
七
円
一
傷
民
軍
人
会
ニ
、

0
0
0円一

福

重

五

、

五

一

O
円
一
精
神
薄
弱
者
育
成
会
大
村
支
部

鈴

田

四

、

八

八

五

円

一

て

0
0
0円

三

浦

二

、

O
六
五
円
一
被
保
護
者
平
弟
就
職
配
念
品
代

松

原

六

、

三

五

九

円

一

八

、

五

三

七

円

計

一
七
七
、
九
O
七
円
一
所
要
経
費
二
、
六
ニ

O
円

計

一

七

七

、

九
O
七
円

差
引
残
金
な
し

(
共
同
募
金
会
大
村
支
会
、

大
村
市
社
会
福
祉
協
融
合
)

十

七

万

円

余

の

浄

財

集

ま

る

み
ん
な
で
明
る
い
正
月
ぞ
迎
え
一
た
ち
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
配
分
し

る
た
め
に
、
共
同
募
金
会
大
村
支
一
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
乙
れ
ら

会
な
ら
び
に
大
村
市
社
会
福
祉
協
一
の
人
た
ち
か
ら
た
い
へ
ん
喜
ん
で

融
会
で
は
、
昨
年
末
輯
按
袋
者
各
一
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申

家
庭
に
配
布
し
て
、
皆
さ
ん
に
あ
一し
上
げ
ま
す
。

た
た
か
い
と
媛
助
を
お
願
い
い
た
一
な
お
、
ど
協
力
い
た
だ
い
た
地
区

し
ま
し
た
が
、
皆
織
の
心
か
ら
の

一団
体
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

と
理
解
と
と
協
力
に
よ
り
十
七
万
大
村
部
隊
三

O
、
一
一
一
一
一
一
円

七
千
九
百
七
円
集
り
ま
し
た
。
{
内
一

O
、
O
六
六
円
共
募
)

市
社
協
で
は
配
分
委
員
会
に
は
か
竹
松
部
隊
一
三
、
五
六
O
円

り
市
内
居
住
の
生
活
保
襲
を
受
け
(
内
六
、
七
八
O
円
共
募
)

て
い
る
人
や
、
保
離
を
必
要
と
す
構
よ
自
衛
隊
四
、
五
O
O円

る
入
、
病
気
で
入
院
し
て
い
る
人
(
内
ニ
、
二
五
O
円
共
募
)

〔
学
校
〕

大
村
高
等
学
校
一
、
八
九
七
円

西
大
村
申
学
校
一ニ
、
一
一
一
八
二
円

大
村
中
。
一
、
ニ
五
三
円

郡
申
。

一、

}
O
O円

三

楠

中

。

ニ

ニ

九

円

西
大
村
小
単
段
三
、
一
ニ
ニ
四
円

大
村
小
学
校
三
、
九
二
四
円

三
浦
小
hv

五
六
二
円

東
大
村
小
h
q

六
五
七
円

福
重
小
h
v

一
、
五
五
二
円

竹
松
小
b
q

一
一
、
五
二
八
円

鈴
田
小
。
一
、

O
六
二
円

竹
松
品
川
区

3
月
お
、

M
、
初

日
(
他
の
地
区
は
四
月
に
実

施
)
ム
予
防
注
射
手
数
料

-
顕
当
り
ご
十
キ
ロ
以
上
百

+
円
、
二
十
キ
ロ
以
下
六
十

円
(
証
明
書
交
付
料
+
円
を

含
む
)

手
数
料
は
注
射
当
日
徴
蚊
し
ま

す。
(
大
村
家
事
保
健
衛
生
所
)

現
牛
の
共
準
会

配

分

先

大
村
地
区
療
養
者
連
合
協
融
会

三、

0
0
0円

引
揚
者
国
庫
債
券

の
買
上
げ
の
申
込

み
受
付

引
揚
者
給
付
金
ま
た
は
引
揚

者
遺
族
給
付
金
の
国
庫
偵
券
を

お
持
ち
の
か
た
で
、
生
活
保
護

費
の
受
給
者
ま
た
は
災
害
等
に

よ
り
困
窮
し
て
い
る
か
た
で
、

更
生
亭
希
望
す
る
か
た
を
便
先

に
つ
ぎ
の
要
領
に
よ
り
国
庫
債

券
の
元
金
買
上
げ
申
込
み
恋
受

付
け
ま
す
の
で
、
ど
希
望
の
か

は
福
秘
事
務
所
に
お
い
で
く
だ

さ
い
。

「

J

けハ

た
だ
し
、

当
市
に
割
当
ら
れ

一
-
農

事

た
資
金
枠
は
少
額
で
あ
り
、
審

一

議
会
に
よ
り
相
当
厳
選
さ
れ
、

由
込
ま
れ
て
る
買
上
げ
で
き
な

い
か
た
も
あ
り
ま
す
の
で
、
乙

の
点
お
含
み
願
い
ま
す
。

ム
申
込
期
間
三
月
一
日
か
ら

十
日
午
前
中
ま
で
(
期
間
厳

守
の
と
ど
)

ム
持
参
す
る
も
の

国
庫
債
券
お
よ
び
給
付
金
受

領
用
の
印
か
ん
。
(
福
祉
事
務
所
)

農
協
め
ぐ
り
駅
伝
競
走

刊
日
・

9
チ

l
ム
が
出
場

自
衛
官
を
募
集

ム
募
集
期
間
三
月
一
日
か
ら

五
月
末
日
ま
で
市
民
課
へ

ム
募
集
人
員

二
等
陸
士
約
六
0
0
0
名

二
等
海
士
約
一
二

O
O名

ニ
算
空
士
約
八
六
O
O名

ム
応
募
資
格
十
八
才
以
上
二

十
五
才
未
満
の
日
本
人
男
子

ム
鼠
験
科
目
国
語
、
作
文
、

数
学
、
社
会、

身
体
検
査
お

よ
び
口
出
試
験

A
採
用
予
定
時
期

昭
和
三
十
七
年
四
月
五
日
お

よ
び
六
月

ム
鼠
験
期
日

週
実
施

大
村
部
隊
で
毎

(
市
民
課
)

ボ
ー
ト
の
女
子
開
催

従
業
員
を
募
集

市
事
業
隈
で
は
モ
ー
タ
ー
ボ

ー
ト
女
子
開
催
従
業
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

ム
年
令
澗
十
八
才

t
四
十
才

ム
応
募
締
切
一
ニ
月
四
日
ま
で

に
履
歴
曹
を
事
業
幌
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。

後
に
葉
が
黄
色
く
な
っ
て
、

枯

一

れ
て
ゆ
き
ま
す
。
と
く
に
古
い

一

み
か
ん
園
や
、
廃
先
の
夏
み
か

一

ん
な
ど
に
多
く
、
自
分
の
み
か

ん
だ
け
で
な
く
、
他
の
人
の
み

最
近
、

夏
み
か
ん
や
、
温
州
か
ん
ま
で
枯
ら
す
恐
ろ
し
い
害

み
か
ん
の
幹
に
、
虫
が
喰
い
入
虫
で
す
。
と
の
よ
う
な
樹
が
あ

っ
て
、
多
く
の
み
か
ん
を
枯
ら
る
と
と
ろ
で
は
、
早
く
焼
却
す
J

し
て
い
ま
す
。
乙
の
害
虫
は
ミ
る
か
、

薬
剤
散
布
を
し
て
く
だ

カ
ン
ナ
ガ
タ
マ
ム
シ
と
い
い
、
さ
い
。

と
れ
ば
最
初
、
樹
皮
が
は
げ
、

メ

モ

門
ミ
カ
ン
ナ
ガ
タ
マ
虫
】

A
募
集
人
員
若
干
名

ム
賦
験
一
ニ
月
五
日
午
後
一
時

事
業
課
(
本
紙
前
号
で
一
一
一
月

一
}
日
と
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

が、

E
日
に
変
更
し
ま
す
)

鼠
験
科
目
は
珠
算

(加
減
乗

除
)

一
般
常
識
、
面
接

(
事
業
課
)

育
児
相
談
日
を
変
更

三
月
八
日
の
黒
木
、
田
下
地

区
の
育
児
相
談
は
三
月
五
日
に

変
賢
レ
ま
す
。
(
保
険
衛
生
課
)

大
学
進
学
者
に
奨
学
金

(農
林
課
)

出
の
と
と

な
お
、
く
わ
し
い
乙
と
は
市
教

育
委
員
会
庶
務
課

(簡
二
一
三

七
)
ヘ
問
合
せ
て
く
だ
さ
い。

(市
教
委
)

行
政
書
士
の
試
験

県
で
は
行
政
審
士
の
誌
験
を

つ
ぎ
の
と
お
り
行
な
い
ま
す
。

ム
訊
験
三
月
二
十
三
日
長
崎

県
庁
、
県
北
支
庁

ム
願
書
提
出

三
月
十
二
日
ま

で
県
地
方
課
ヘ

ム
受
験
資
格

①
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等

学
校
場
卒
業
し
た
者
、
そ
の

他
同
法
第
五
十
六
条
第
二
唄

(
大
学
入
学
資
格
)
に
規
定

す
る
者

②
固
ま
た
は
地
方
公
共
団
体

の
公
務
聞
と
し
て
行
政
事
務

を
担
当
し
た
期
闘
が
乙
れ
を

通
算
し
て
三
年
以
上
に
な
る

者③
県
知
事
の
定
め
る
と
と
ろ

に
よ
り
、
前
号
に
掲
げ
る
者

と
同
等
以
上
の
知
識
お
よ
び

能
刀
巻
有
す
る
と
認
め
ら
れ

た
者

ム
く
わ
し
い
と
と
は
庶
務
課
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
(
庶
務
課
)

県
で
は
昭
和
三
十
七
年
度
長

崎
県
育
英
会
奨
学
生
場
募
集
し

て
い
ま
す
。

ム
募
集
期
間
三
月
二
十
日
I

四
月
三
十
日

ム
応
募
資
格
①
問
和
三
十
七

年
春
大
学
(
短
期
大
学
者
除

く
)
に
進
学
し
た
者
並
び
に

押
在
大
学
に
在
学
中
の
者

②
一
年
以
上
長
崎
県
に
住
所

者
有
す
る
者
の
子
弟
で
、
長

崎
県
内
の
高
等
学
校
帯
卒
業

し
た
者
(
た
だ
し
地
理
的
条

件
そ
の
他
真
に
や
む
を
得
な

い
理
由
に
よ
り
県
外
の
高
等

学
校
帯
卒
業
し
た
者
は
乙
の

限
り
で
な
い
。
)

⑥
学
術
概
秀
、
品
行
方
正
、

身
体
強
健
で
あ
り
、
か
つ

経

流

質

物

を

公

売

済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が
因

公
益
質
屋
で
は
流
質
物
の
公
売
会

離
と
臨
め
ら
れ
る
者

を
三
月
十
六
日
実
施
い
た
し
ま
す

ム
応
募
手
続
出
願
書
類
(
市
が
、
く
わ
し
い
こ
と
は
三
月
十
日

教

室

貰

合
L
単
轡
毒
号
市
政
だ
よ
り
き
覧
く
だ
さ
い

日
内
に
市
教
育
委
員
会
に
提

d

翁
祉
事
務
巴


